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第２回定例会　　　　　　　（予算総額171億7千万円） 
一般会計９千400万円　　補正予算を精査！ 

※主な補正内容・概算額で表示
　平成27年第２回定例会が6月3日から29日まで27日間の日程で開かれました。審議の
結果、補正予算9千400万円は原案のとおり可決しました。6月補正予算の使い道を一部ご紹
介します。

中高一貫の文化交流事業を実施【新規】

小・中・高連携して英語教育を強化【新規】

高等学校の生徒確保を支援【拡充】

菱刈中学校大規模改修及び針持小学校外壁改修の工事費を増額

教育支援

教育環境の整備

中高生の交流を目的とし、中高一貫の文化交流事業を実施する。
H27は、九州交響楽団を招へいしコンサートの開催と演奏指導を受ける。

大口中央中校区内９小学校と大口中央中学校及び大口高等学校を「英語教育強化地域」と指
定し、小・中・高連携英語強化事業を実施する。 県10/10

※「英語教育強化地域」
文部科学省が小学校における英語教育の適切な開始年次や授業時数の在り方、小学校から中
学校及び中学校から高等学校への円滑な移行のための方策等、英語教育の教育課程の改善に
資する実証的資料を得るため、特定の地域の研究開発を実施する「英語教育強化地域拠点」
に指定するもの。

「魅力ある高校づくり」の一環として、大口高等学校及び伊佐農林高等学校の生徒確保に関
する取組を支援する。　50万円×2校

労務単価改正に伴い工事費を増額し対応する。

500 万円

160 万円

100 万円

1,300 万円

※
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第２回定例会　　　　　　　（予算総額171億7千万円） 
一般会計９千400万円　　補正予算を精査！ 

介護保険料軽減に伴う特別会計の財源不足を補填

旧布計鉱山の鉱害防止対策

家畜防疫体制の強化

冨士・松木原地区の水道統合事業開始に伴う
特別会計への繰出し【新規】

高齢者支援

環境対策

畜産振興

社会資本の整備

介護保険料の軽減を公費（国1/2　県1/4　市1/4）にて補填する。
平成27年度実施分
世帯非課税の所得階層第1段階を対象として介護保険料を軽減する。
対象者：約3,000人

第３鉱さい堆積場の土壌改良前試験調査・作業道整備等を実施する。
負担割合　国3/4　県1/8　市1/8
H27　　土壌改良前試験調査・作業道整地舗装工事　4,600万円
H28　　土壌改良工事・土壌改良後試験調査 　１億1,000万円

旧伊佐家畜市場における家畜防疫対策設備（消毒槽・噴霧装置）の設置を補助する。
事業費　200万円　市補助1/2　事業者負担1/2　　事業者：JA 北さつま

上水道との統合に向けて冨士地区簡易水道と松木原飲料水供給施設の配水管を再整備する。
H27　基本設計　　H28 〜 H30　配水管敷設工事

800 万円

4,600 万円

100 万円

700 万円
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農
政
課
と
農
業
委
員
会
の

連
携
は
大
丈
夫
か
。

　

利
用
権
設
定
の
申
請
が
出

て
き
た
段
階
で
、
中
間
管
理

事
業
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

の
判
断
を
し
、
取
り
こ
ぼ
し

の
な
い
よ
う
に
や
っ
て
行

く
。

委員会報告

各
委
員
会
報
告

主
な
質
疑
と内

容

総
務
課

財
政
課

水
道
課

　

ひ
し
か
り
交
流
館
の
浄
化

槽
ブ
ロ
ア
修
繕
費
13
万
円
は

何
人
槽
か
。
ま
た
、
修
繕
の

理
由
は
。

　

14
人
槽
で
あ
る
。
平
成
13

年
オ
ー
プ
ン
以
来
交
換
し
て

い
な
い
。
４
月
に
故
障
し
た

こ
と
に
よ
る
処
置
で
あ
る
。

○
公
園
管
理
費　

公
園
整
備
事
業
、
ひ
し
か
り

交
流
館
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
管

理
運
営
事
業
な
ど
の
施
設
の

改
修
工
事
費
、
施
設
管
理

委
託
費
、
指
定
管
理
委
託
費
、

建
築
工
事
費
な
ど
。

　

牛
尾
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
へ
の
助
成
事
業
だ

が
、
草
刈
機
購
入
に
し
て
は

金
額
が
大
き
く
な
い
か
。

　

歩
行
用
の
芝
生
を
刈
る
形

の
草
刈
機
２
台
で
１
６
０
万

円
。
こ
れ
に
付
属
す
る
機
械

等
が
つ
い
て
合
計
１
８
０
万

円
で
あ
る
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

自
治
省
が
行
う
一
般
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
あ

り
、
住
民
が
自
主
的
に
行
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に

基
づ
く
自
治 

意
識
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

直
接
必
要
な
設
備
等
（
建
築

物
、
消
耗
品
は
除
く
）
の
整

備
に
関
す
る
事
業
。（
補
助

事
業
）

　

戦
後
70
年
の
節
目
で
、
西

之
表
市
と
記
念
誌
を
作
成
す

る
こ
の
予
算
、
作
成
部
数
と

配
布
先
は
。

　

西
之
表
市
・
伊
佐
市
と
も

に
２
５
０
部
ず
つ
作
製
。
全

て
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
１
枚
ず
つ
付

く
。
配
布
先
に
つ
い
て
は
、

主
な
施
設
や
小
中
学
校
等
の

学
校
関
係
を
考
え
て
い
る
。

　

市
債
の
増
額
措
置
の
理
由

は
。

　

労
務
単
価
の
見
直
し
、
建

設
資
材
上
昇
に
よ
る
工
事
費

の
増
加
で
あ
る
。

　

簡
易
水
道
統
合
の
理
由
と

今
後
の
整
備
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　

簡
易
水
道
は
財
政
的
に
弱

い
こ
と
か
ら
上
水
道
に
統
合

す
る
計
画
で
あ
る
。
今
回

は
、
補
助
対
象
分
３
地
区
の

事
業
だ
け
の
統
合
で
あ
る
。

最
終
的
に
上
水
道
事
業
に
な

る
と
、
各
地
区
の
施
設
等
を

見
直
し
て
、
施
設
の
統
合
も

考
え
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

▲改修中の校舎

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

総
務
産
業
委
員
会

農
地
中
間
管
理
事
業

に
つ
い
て

公
園
管
理
費
13
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

１
８
０
万
円

姉
妹
都
市
交
流
事
業

45
万
４
千
円

菱
刈
中
学
校
大
規
模

改
修
工
事
・
地
方
債

補
正
１
０
６
０
万
円

「
議
案
第
54
号　

伊

佐
市
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例

及
び
伊
佐
市
簡
易
水

道
事
業
に
地
方
公
営

企
業
の
規
定
の
全
部

を
適
用
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」

農
政
課

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課

企
画
政
策
課

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＱＡ

▲姉妹都市　西之表市
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委員会報告

　

事
業
内
容
と
今
後
の
継
続

性
は
。

　

九
州
交
響
楽
団
を
招
へ
い

し
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
。
対
象
者
は
主
に
中
高
生

に
な
る
。
ま
た
、
演
奏
指
導

も
夏
休
み
か
ら
実
施
し
て
い

く
計
画
で
あ
る
。
継
続
性
を

も
っ
て
実
施
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

冨
士
地
区
、
松
木
原
地
区

の
簡
易
水
道
を
今
後
市
の
上

水
道
に
統
合
し
て
い
く
た
め

の
経
費
で
あ
る
。

　

工
事
費
の
増
額
は
作
業
員

の
賃
金
に
反
映
す
る
の
か
。

　

労
務
単
価
は
国
の
労
務
単

価
を
計
算
し
、
鹿
児
島
県
に

対
応
し
て
出
た
も
の
で
あ

る
。
業
者
が
直
接
運
用
し
て

く
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　

ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
ピ
ク
チ
ャ
ー
の
内
容

は
。

　

外
国
語
活
動
や
英
語
教
科

授
業
の
中
で
教
諭
と
児
童
が

活
用
し
て
使
う
教
材
で
あ

る
。

　

小
学
校
の
英
語
教
育
の
指

定
校
と
内
容
は
。

　

大
口
小
と
牛
尾
小
で
あ

る
。
初
等
中
等
教
育
段
階
か

ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し

た
充
実
強
化
策
で
あ
る
。

　

文
化
財
管
理
費
の
増
額
の

事
業
内
容
は
。

　

焼
酎
資
料
館
の
跡
地
が
、

平
成
14
年
に
調
査
し
た
際
に

文
化
財
が
宝
蔵
さ
れ
た
土
地

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
調
査

の
た
め
の
費
用
を
計
上
し

た
。

　

増
額
の
理
由
は
。

　

手
話
通
訳
者
養
成
講
座
受

講
生
の
手
話
検
定
受
験
料
を

補
助
す
る
。

　

購
入
内
容
は
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
取
次
事

務
で
使
う
旅
券
交
付
端
末
機

を
更
新
す
る
も
の
で
あ
る
。

海
外
で
本
人
確
認
が
で
き
る

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
入
っ
た
旅
券

を
発
行
で
き
る
端
末
機
で
あ

る
。

　

工
事
内
容
は
。

　

第
３
鉱
さ
い
堆
積
場
の
土

壌
改
良
前
試
験
調
査
と
作
業

道
の
整
備
を
実
施
す
る
。

▲旅券交付端末機

文
教
厚
生
委
員
会

小
・
中
学
校
改
修
費
を

１
３
０
０
万
増
額

教
育
委
員
会
　
総
務
課

学
校
教
育
課

社
会
教
育
課

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

Ａ中
高
一
貫
の
文
化

交
流
事
業

障
が
い
者
自
立
支
援
費

13
万
９
千
円

備
品
購
入
費
32
万

２
千
円

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

福
祉
課

市
民
課

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

環
境
政
策
課

旧
布
計
鉱
山
鉱
害
防
止

対
策
４
６
０
０
万
円

ＱＡ

市
民
課

議
案
第
52
号　

平
成

27
年
度
伊
佐
市
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

簡
易
水
道
事
業
費

73
万
円
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　今回は5月20日から22日にかけ、宮城県南三陸町において【震災の復興状況と今後】について、また岩
手県紫波町で【公民連携のまちづくり】をテーマに研修・調査を行いました。
　まず、南三陸町について報告します。
　平成23年3月11日午後2時46分に発生した東北地方太平洋沖地震、南三陸町でも、津波が市街地の低地の
ほとんどを飲み込み、566人の尊い命を奪い去り、今なお223人が行方不明。また、住まいや店舗・魚市
場・加工施設・漁船などの生業、さらには、公共施設までも一瞬にして奪い去り、中心部の約8割・全体
の約6割が流失し、建物被害も3,311戸に上ったとのことであります。
　がれきの山が撤去され、何もなくなった旧市街地の中に、まるで
広島の原爆ドームのように、骨組みだけの廃墟になった防災庁舎跡。
小学校は津波に飲み込まれたが、児童全員助かった戸倉小学校の津
波に対する取組等、震災・災害への対応を示唆する実話を数多く聞
き学びました。
　東日本大震災から4年2ヶ月が過ぎ、埋め尽くされたがれきの山は
撤去され、仮設商店街が形成され徐々に町の賑わいが戻ってきてい
ます。また、住まい等の高台移転に向けて、高台住居地の造成工事
で大型トラックがフル回転し、復興への力強い一歩を感じました。
　また、南三陸町役場企画課・復興推進事業課・町民税務課に今年
派遣されている3人の伊佐市職員の方々も元気に頑張っておられま
した。
　次に、岩手県紫波町について報告します。
　紫波町は岩手県のほぼ中央。基幹産業と位置づけている農業は、町づくりの柱の一つとして「循環型農
業」を掲げて推進している町であります。とりわけ、農産物の直売には、早くから取り組んでおり、現在
10の産直があり、年間客数約69万人・販売額約7億2,000万円と、農業生産・農業所得向上に大きく寄与し
ている。
　研修・調査の【公民連携の町づくり】オガールプロジェクト。
1998年に先行取得した10.7haが財政状態の厳しさから10年以上塩づけになっていた。この土地を中心とし
た都市整備を図るため、町民や民間企業の意見を反映させて、2009年3月に紫波町公民連携基本計画を策
定し、この計画に基づき推進されている事業です。
　紫波町は東洋大学のアドバイスに沿って、紫波町の代理人の役目を果たす【オガール紫波株式会社】を
設立。この会社の役割は、町の意向を反映しながら事業計画を立案し、民間企業との交渉やテナント集め
もする。
　昨年の3月に事業期間が終わり、今年5月に移転した約7,000㎡の庁舎やホテル・バレーボール専用体育

館・図書館・カフェ・産直などが入居する施設を相次
いでオープンしている。岩手県フットボールセンター
も誘致し、年間80万人が訪れるということであります。
　補助金に頼らない公民連携で地域活性化を展開して
いる紫波町を通じて、学んだこととして、伊佐市とし
て取り組むべき課題を真摯に考えていきたいという委
員の意見が多くありました。

行政調査報告
【　総務産業委員会　】　5月20日〜 22日（宮城県南三陸町／岩手県紫

し

波
わ

町）



伊佐市議会だより　2015（平成27年）第27号7

【　文教厚生委員会　】　5月11日〜 13日（宮城県女川町／埼玉県久喜市／環境省）

行政調査報告
　今回は5月11日から13日にかけ、震災からの復興に向けたまちづくりをテーマに宮城県女川町を、また
国民体育大会開催にむけ先進地としての埼玉県久喜市を、さらに平成30年度からの国民健康保険事業につ
いて厚生労働省の担当係長等に説明を受けました。また、環境省副大臣室において小里環境副大臣に伊佐
市の環境問題等について要望をいたしました。

　最初に、宮城県女川町は、東日本大震災で街の中心
部は殆ど津波の被害にあい、街の大半の住宅等が無く
なり、また、多数の方が亡くなられております。その
ような中で、基本目標を「とりもどそう　笑顔あふれ
る女川町」とし、復興の5つの柱、安心・安全な港町
づくり、港町産業の再生と発展、住みよい港町づくり、
心身ともに健康なまちづくり、心豊かな人づくりとし、
海の存在を最大限に生かす、もともとの地形を最大限
に生かす、歴史的資産、被災を免れた公共施設等の資
産を最大限に生かす等、町の産業の中心である漁業の
復興なくして街の再生はあり得ないとし、100年先を見
据えたまちづくりに取り組まれて、目標期間を平成30
年度までの8年間とし、地域の宝である民間人材を活か
した地域産業づくりは非常にいい実例であると感じま
した。

　次に、埼玉県久喜市の権現堂調整池（行幸湖）特設カヌー競技場を行政視察した。この競技場は平成16
年度に開催された埼玉県の第59回国民体育大会の時に当時の幸手市と栗橋町で共同開催されたカヌーフ
ラットウォーターレーシング競技を行うために「治水」「利水」を行う多目的調整池として、昭和52年に
着工され平成3年に竣工した調整池を利用してカヌー競技が開催された。国民体育大会に至る準備期間の
過程等や、また、その後もこの競技場を活かしていろいろなカヌー競技が毎年のように開催されておりま
す。伊佐市も湯之尾競技場の整備に関しては参考になる事例でありました。
　次に、厚生労働省の国保法令係長等4人の厚労省関係者から、持続可能な医療制度を構築するための国
民健康保険法等の一部を改正する法律案の概要について説明を受けました。改正の主な内容は、国民健康
保険の財政支援の拡充、また、保険者は平成30年度から財政運営の責任主体が市から県になる。しかしな
がら、市は県が決定した国保事業費納付金を納めなければならない。さらに、保険料は県が標準保険料
率を提示し市町村はそれを被保険者から徴収しなけ
ればならない等、市は、地域住民と身近な関係の中、
資格管理、保険給付、保険料率の決定、賦課・徴収、
保険事業等、地域におけるきめ細かい事業について
は引き続き担うということになる。市の国民健康保
険事業の運営はこれからも大変な負担になると思い
ました。
　次に、伊佐市の環境行政について、環境省の副大
臣室では小里環境副大臣と意見交換し、環境政策等
について要望いたしました。
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総括質疑
発　言　者 質　疑　事　項

柿木原榮一

１議案第54号　伊佐市水道事業の設置等に関する条例及び伊佐市簡易水道事業
に地方公営企業法の規定の全部を適用する条例の一部を改正する条例の制定
について

２議案第55号　工事請負契約の締結について

議決結果一覧表
番号 件　　　　名 議決結果

議案49 専決処分の承認を求めることについて 承　　認
議案50 平成27年度伊佐市一般会計補正予算（第3号） 原案可決
議案51 平成27年度伊佐市介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決
議案52 平成27年度伊佐市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決
議案53 伊佐市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案54
伊佐市水道事業の設置等に関する条例及び伊佐市簡易水道事業に地方公営
企業法の規定の全部を適用する条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

議案55 工事請負契約の締結について 原案可決
議案56 市道路線の変更について 原案可決

請願３ 受動喫煙の防止措置の強力な推進を求める請願書
一部採択

一部不採択

請願４
少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元
をはかるための、2016年度政府予算に係る意見書採択について

採　　択

意見書９
少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元
をはかるための、2016年度政府予算に係る意見書

原案可決

意見書10 地方財政の充実・強化を求める意見書 原案可決

請願第３号　受動喫煙の防止措置の強力な推進を求める請願書の審議結果

請願主旨
1

県や保健所、市町村は、連携しつつ、傘下の全ての施設について、法第
２５条に関しての説明・啓発を強力に実施すること。また措置状況の実態
調査を行うこと。

採　　択

請願主旨
2

県や保健所、市町村は、一般県民、市民に対して、適宜、法の趣旨の周知
徹底に努めること。また、措置実施の必要経費の軽減のために、労働安全
衛生法に基づく助成金の制度があることも周知されたい。

採　　択

請願主旨
3

法の円滑な実施のため、実施のための準備期間や手法、助言内容、実態調
査などを定めた条例を制定すること。

不 採 択

請願主旨
4

措置がされていない施設には速やかに実施されるよう勧告すること。 不 採 択

請 願 の 結 果
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意見書の要望内容

日本は、OECD諸国に比べて、１学級当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児童生徒数が多

くなっています。しかしながら、第７次教職員定数改善計画の完成後９年もの間、国による改

善計画のない状況が続いています。自治体が見通しを持って安定的に教職員を配置するために

は、国段階での国庫負担に裏付けされた定数改善計画の策定が必要です。一人ひとりの子ども

たちへのきめ細やかな対応や学びの質を高めるための教育環境を実現するためには、教職員定

数改善が不可欠です。また、新しい学習指導要領により授業時数や指導内容が増加しています。

日本語指導などを必要とする子どもたちや障害のある子どもたちへの対応、いじめ・不登校な

どの課題もあります。離島・山間部の多い鹿児島県においては２学年の子どもたちが一つの教

室で学ぶ複式学級が多く、単式学級で学ぶ子どもの教育の機会均等と学びの保障の観点から、

複式学級の解消は、極めて重要な課題です。

こうしたことの解決に向けて、少人数教育の推進を含む計画的な教職員定数改善が必要です。

いくつかの自治体においては、厳しい財政状況の中、独自財源による定数措置が行われていま

すが、国の施策として定数改善に向けた財源保障をすべきです。

三位一体改革により、義務教育費国庫負担制度の負担割合が２分の１から３分の１に引き下げ

られました。その結果、自治体財政が圧迫され非正規教職員も増えています。子どもたちが全

国どこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。

子どもの学ぶ意欲・主体的な取組を引き出す教育の役割は重要であり、そのための条件整備が

不可欠です。こうした観点から、2016年度政府予算編成において下記事項が実現されるよう、

強く要請します。

平成２７年６月２９日

伊佐市議会　

《提出先》

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　文部科学大臣　財務大臣　総務大臣

少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担
制度２分の 1復元をはかるための、2016 年度政府予算に
係る意見書
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意見書の要望内容

　地方自治体は、子育て支援、医療、介護などの社会保障、被災地の復興、
環境対策、地域交通の維持など果たす役割が拡大する中で、人口減少対策
を含む地方版総合戦略の策定など、新たな政策課題に直面している。一方、
地方公務員をはじめ人材が減少する中で、新たな行政ニーズへの対応が困
難となっており、公共サービスを担う人材確保を進めるとともに、これに
見合う地方財政の確立をめざす必要がある。
　また、経済財政諮問会議では、2020年のプライマリーバランスの黒字化
を図るため、社会保障と地方財政などで歳出削減に向けた議論が進められ
ている。
　このような中、本市においては、引き続き地域経済と雇用対策の強化が
求められると共に、質の高い公共サービスを維持するためにも、安定的か
つ地域偏在性の小さい地方税財源の確保を図ることが極めて重要である。
地方自治体の実態に見合った歳出・歳入を的確に見積もるためには、国と
地方自治体の十分な協議を保障した上で、地方財政計画、地方税、地方交
付税のあり方について決定する必要がある。
　このため、政府の平成28年度予算編成における、地方財政計画の策定に
あたっては、過疎地域や離島など条件不利地域及び自主財源に乏しい脆弱
な地方の財政基盤に十分配慮するとともに、増大する地方の行政需要に対
応した予算措置が必要であります。
　よって、国におかれては、次のとおり措置されるよう強く要望する。

平成２７年６月２９日
伊佐市議会　

《提出先》
衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　内閣官房長官　総務大臣　
財務大臣　内閣府特命大臣　経済産業大臣　地方創生担当大臣

地方財政の充実・強化を求める意見書
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平
成
26
年
度
の

単
年
度
実
質
収
支

は
、
約
２
億
６
０
０
０
万
円

の
赤
字
計
上
、
そ
の
補
填
と

し
て
27
年
度
予
算
か
ら
の

約
１
億
１
０
０
０
万
円
の
繰

上
充
用
と
一
般
会
計
か
ら

１
億
５
０
０
０
万
円
の
法
定
外

繰
入
を
行
っ
た
が
、
こ
の
厳
し

い
財
政
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

住
民
の
生
活
、
特
に

医
療
に
関
し
て
は
一
刻

の
猶
予
も
な
い
わ
け
で
何
と
か

や
り
く
り
を
し
て
い
る
が
、
例

え
れ
ば
自
転
車
操
業
の
形
で
あ

る
。
被
保
険
者
の
年
齢
構
成
は

60
歳
か
ら
74
歳
ま
で
が
約
６
割

を
占
め
、
７
割
・
５
割
・
２
割

の
軽
減
世
帯
が
７
割
を
占
め
る

現
状
に
お
い
て
、
26
年
度
国
保

税
を
少
々
上
げ
て
増
収
を
図
っ

た
が
そ
れ
で
も
多
額
の
法
定
外

繰
り
入
れ
を
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
制
度
上
、
半
分
を
国

が
定
率
で
負
担
し
残
り
の
半
分

を
県
や
諸
々
の
支
援
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
の
一
部
が
個
人
負
担

と
な
る
。
そ
の
負
担
で
す
べ
て

を
解
決
し
よ
う
と
す
る
と
軽
減

に
も
か
か
ら
な
い
中
間
所
得
層

に
大
き
な
負
担
と
な
る
制
度
上

の
欠
陥
が
あ
る
。

　

　

歳
出
を
抑
え
る
必
要

も
あ
る
と
思
う
が
、
保

険
給
付
費
が
減
少
し
て
い
な
い

そ
の
要
因
は
。
ま
た
、
平
成
30

年
に
一
部
法
改
正
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
が
、
現
状
の
ま
ま

で
問
題
な
い
か
。

　

団
塊
世
代
の
65
歳

か
ら
69
歳
ま
で
の
被

保
険
者
の
増
加
に
よ
り
医
療

費
も
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。

平
成
25
年
度
で
一
人
当
た
り

42
万
２
３
８
５
円
で
県
平
均
よ

り
４
万
円
程
高
い
。
医
療
費
の

特
徴
と
し
て
、
入
院
に
よ
る
医

療
費
が
高
く
、
疾
病
別
で
は
高

血
圧
性
疾
患
の
患
者
数
が
被
保

険
者
の
約
４
割
を
占
め
、
ま
た

脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
率
が
非
常

に
高
い
。
疾
病
予
防
と
し
て
は
、

特
定
健
診
と
特
定
保
健
指
導
を

柱
に
早
期
発
見
早
期
治
療
に
努

め
て
い
る
。
平
成
30
年
ま
で
に

も
う
一
回
増
税
す
る
か
ど
う
か
、

あ
か
ら
さ
ま
な
数
字
を
明
示
し

て
市
民
の
皆
様
に
丁
寧
に
説
明

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
国
が
税
制
改
革
に
よ

る
増
税
分
を
社
会
保
障
の
中
の

国
保
会
計
に
投
入
し
て
く
れ
る

事
を
期
待
す
る
。

答 問 市
長
／
正
直
、
破
綻
し
て
い
る

今
の
ま
ま
で
大
丈
夫
か
、

国
民
健
康
保
険

緒　

方 

重　

則　
議
員

問答
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「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」は
農
産
物
の
販
売
、

特
産
品
の
紹
介
、
情
報
発
信
、

民
宿
等
の
改
善
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
活
動
し
、
地
域
お
こ
し
を

図
っ
て
い
る
。
全
国
の
自
治
体

も
こ
の
事
業
を
活
用
し
、
ま
ち

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。

本
市
も
活
用
す
る
こ
と
で
ま
ち

が
元
気
に
な
る
と
考
え
る
が
市

長
の
見
解
は
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
農

業
団
体
か
ら
の
要
請
が

な
く
、協
議
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
事
業
は
国
の
総

務
省
の
支
援
で
一
人
当

り
４
０
０
万
円
の
補
助
が
あ

る
。
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
は
米
価
も
下
が
り
高
齢
化

も
進
み
、
ま
た
、
Ｊ
Ａ
支
所
も

縮
小
さ
れ
る
。
農
家
存
続
も
危

ぶ
ま
れ
る
。
新
し
い
感
覚
や
風

を
入
れ
活
動
し
て
み
て
は
ど
う

か
。
定
住
に
も
つ
な
が
る
が
。

　

観
光
に
つ
い
て
は

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
が
、
農

業
に
つ
い
て
は
体
制
が
整
わ
な

け
れ
ば
難
し
い
。

災
害
時
に
お
け
る
避
難
施
設
の

状
況
に
つ
い
て

　

梅
雨
の
季
節
と
な
り

豪
雨
災
害
が
心
配
さ
れ

る
。
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所

の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
心
配

は
ト
イ
レ
で
あ
る
。
洋
式
ト
イ

レ
の
状
況
は
。
高
齢
者
も
多
く

座
イ
ス
等
は
。
毛
布
類
食
料
品

は
ど
の
程
度
か
。

　

ト
イ
レ
は
計
画
的
に

改
善
し
て
い
く
。
座
イ

ス
は
個
人
で
持
っ
て
き
て
貰

う
。
畳
マ
ッ
ト
、避
難
シ
ー
ト
、

毛
布
類
や
食
料
品
の
１
４
０
０

人
分
等
は
、
旧
健
康
セ
ン
タ
ー

に
備
蓄
し
て
あ
る
。
炊
き
出
し

に
つ
い
て
は
給
食
セ
ン
タ
ー
を

考
え
て
い
る
。

　

避
難
経
路
も
重
要
で

あ
る
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
玄
関
前
の
進
入
口
が
直
角

で
狭
く
離
合
も
難
し
い
。
改
修

で
き
な
い
か
。

　

今
ま
で
要
望
を
聞
い

て
い
な
い
が
、
現
場
を

見
て
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○　

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
式
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
全
校
に

　

中
学
校
統
合
で
各
学

校
で
閉
校
行
事
を
実

施
。
記
念
碑
除
幕
や
感
謝
の
集

い
等
に
在
校
生
、
卒
業
生
、
地

域
住
民
が
歴
史
を
振
り
返
り
別

れ
を
惜
し
ん
だ
。
大
口
中
は
鹿

児
島
読
売
テ
レ
ビ
の
前
畑
静
香

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
司
会
で
、
落

語
家
の
春
風
亭
柳
之
助
さ
ん
の

記
念
落
語
、
九
州
交
響
楽
団
の

演
奏
で
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に

非
常
に
感
動
し
た
。
招
へ
い
は

原
崎
竜
一
校
長
の
積
極
的
な
交

渉
と
熱
意
の
成
果
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
演
奏
を
市
民
に
聞
い
て

ほ
し
い
と
思
う
が
招
へ
い
は
ど

う
か
。　

九
州
交
響
楽
団
の
演

奏
に
は
皆
が
大
変
感
動

し
た
。
再
度
体
験
で
き
る
機
会

を
持
ち
た
い
が
、
ど
ん
な
形
に

す
る
か
検
討
し
た
結
果
、
最
も

感
性
豊
か
な
中
高
生
を
対
象
と

考
え
た
。
子
ど
も
達
に
超
一
流

の
団
員
の
演
奏
指
導
を
受
け
る

機
会
を
得
た
。

　

日
程
と
予
算
及
び
市

民
へ
の
対
応
は
ど
う
す

る
の
か
。

　

平
成
28
年
２
月
26
日

14
時
か
ら
16
時
で
中
高

一
環
の
文
化
交
流
事
業
の
授
業

と
し
て
文
化
会
館
で
開
催
。
６

月
補
正
予
算
に
５
０
０
万
円
計

上
し
た
。
市
民
の
方
々
へ
の
対

応
は
検
討
中
で
あ
る
。

財
源
確
保
に
つ
い
て

　

市
の
財
源
確
保
の
た

め
に
市
有
林
の
立
木
処

分
、
都
市
計
画
後
の
残
地
処

分
、
中
央
公
民
館
跡
地
や
学
校

跡
地
等
を
処
分
す
る
考
え
は
な

い
か
。　

直
営
市
有
林
45
箇

所
、
分
収
林
24
箇
所
、

面
積
１
６
３
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

桧
が
76
％
、
杉
９
％
、
外
ク
ヌ

ギ
や
広
葉
樹
林
等
、
伐
採
時
期

は
伊
佐
市
森
林
整
備
計
画
で
森

林
保
全
の
た
め
桧
50
年
以
上
が

71
％
、
杉
45
年
以
上
が
６
７
％

あ
る
。
残
地
９
筆
の
内
４
筆

１
８
４
１
万
円
で
処
分
済
、
２

筆
は
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
、
残
３
筆
処
分
予

定
、
公
民
館
、
学
校
跡
地
も
利

活
用
や
処
分
検
討
中
。

答

九
州
交
響
楽
団
の
招
へ

い
は

鶴　

田　

公　

紀　
議
員

答答

問

「地域おこし協力隊」の活用は

福　本　千枝子　議員

市長／市民からの要請がない

市
長
／
平
成
28
年
２
月
26
日
実
施

問

問

問問

問

答答

答

答

問
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現
在
、
大
口
地
区
に

つ
い
て
は
、
班
統
合
に

合
わ
せ
る
形
で
、
新
し
い
分
団

詰
所
の
建
設
が
な
さ
れ
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
も
強
化
さ

れ
た
と
聞
い
た
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
が
今
後
も
続
い
て
行
く

こ
と
を
強
く
望
み
た
い
。
と
こ

ろ
が
そ
う
し
た
一
方
で
、
残
さ

れ
た
分
団
の
老
朽
化
が
私
ど
も

の
予
想
を
超
え
た
ス
ピ
ー
ド
で

進
ん
で
い
る
と
い
う
現
実
が
あ

る
。
市
長
は
、
こ
う
し
た
実
態

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。　

建
築
年
数
で
調
べ
る

と
、
40
年
以
上
経
過
が

１
ヶ
所
、30
年
以
上
が
９
ヶ
所
、

20
年
以
上
が
７
ヶ
所
と
い
う
こ

と
で
老
朽
化
し
て
い
る
詰
所
も

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

市
内
の
分
団
詰
所
を

見
て
ま
わ
り
、
そ
の
実

際
の
姿
に
、
こ
れ
で
は
い
け
な

い
と
痛
切
に
感
じ
た
。
ま
た
、

隣
の
町
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
考

え
、
湧
水
町
を
訪
ね
た
。
そ
の

整
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
強

い
衝
撃
を
受
け
た
。
吉
松
地
区

に
つ
い
て
は
、
１
分
団
を
除

く
、
全
て
の
詰
所
が
栗
野
町
と

合
併
す
る
前
の
平
成
13
年
ま
で

に
、
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
て

い
た
。栗
野
地
区
に
つ
い
て
も
、

残
っ
て
い
た
４
分
団
の
詰
所

が
、
平
成
17
年
３
月
の
合
併
後

に
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
て
い

た
。
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
そ

の
時
の
行
政
の
ト
ッ
プ
が
先
行

き
を
読
ん
で
決
断
さ
れ
た
と
聞

い
た
。
本
市
も
建
物
全
体
を
建

て
直
す
作
業
が
ぜ
ひ
と
も
必
要

な
時
に
来
て
い
る
と
強
く
感
ず

る
。
見
解
を
問
う
。

　

建
て
替
え
に
つ
い
て

は
、
消
防
団
幹
部
会
で

協
議
検
討
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る

の
で
、
そ
の
結
論
に
基
づ
い
て

計
画
的
な
建
て
替
え
を
行
う
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

伊
佐
市
の
地
方
創
生

は
各
校
区
の
均
等
な
発

展
か
ら
生
ま
れ
る
。
そ
の
た
め

に
は
校
区
に
小
学
校
は
無
く
せ

な
い
と
思
う
。
小
学
校
の
再
編

や
校
区
外
就
学
に
つ
い
て
、
ど

う
い
う
考
え
か
。

　

小
学
校
と
中
学
校
は

成
長
過
程
が
違
う
の
で

分
け
て
考
え
て
い
る
。
今
の
と

こ
ろ
小
学
校
の
再
編
は
考
え
て

い
な
い
。
校
区
外
就
学
で
児
童

数
が
減
る
こ
と
で
複
式
に
な
る

こ
と
が
あ
る
。
学
校
、
地
域
、

行
政
が
連
携
し
て
解
決
し
な
け

れ
ば
と
思
う
。

　

伝
統
行
事
や
活
性
化

の
た
め
に
は
、
人
の
少

な
い
小
学
校
区
に
住
ん
で
も
ら

う
た
め
に
住
宅
の
新
築
や
改
築

の
補
助
金
の
充
実
や
、
若
い
人

が
入
る
よ
う
な
市
営
住
宅
が
望

ま
れ
る
。
風
呂
や
ト
イ
レ
等
の

改
築
は
で
き
な
い
か
。

　

現
在
、
新
築
・
改
築

等
に
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
小
さ
な
校
区
に
対
す
る
新

築
等
の
補
助
金
の
上
乗
せ
を
議

論
し
て
い
く
。
伊
佐
市
公
営
住

宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
よ
り
進

め
て
い
る
。
今
後
の
住
宅
政
策

に
つ
い
て
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の

今
後
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
に
国
保

税
の
値
上
げ
を
し
た
。

現
状
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　

国
保
税
を
上
げ
増
収

を
図
っ
た
が
、
被
保
険

者
の
世
帯
の
所
得
状
況
で
は

思
っ
た
ほ
ど
の
増
収
に
な
っ
て

い
な
い
。
不
足
分
は
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
し
、
さ
ら
に
27

年
度
分
か
ら
繰
り
上
げ
て
補
填

し
た
。　

平
成
30
年
度
に
保
険

者
が
県
に
な
る
。
29
年

度
ま
で
の
不
足
分
は
ど
う
す
る

の
か
。　

29
年
度
ま
で
は
不

足
分
は
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
し
て
い
く
。
県
に

移
行
す
る
段
階
で
今
後
の
保
険

税
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

問

答 問

答答
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
と
小
学
校

問

市長／消防団幹部会で
協議される事項だ

市
長
／
小
学
校
の
再
編
は
考
え
て
い
な
い

消防分団詰所の建て替えを急げ

　市　来　弘　行　議員

山　

下　

和　

義　
議
員

問

問

問

答

答

答
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伊
佐
市
の
基
幹
産

業
は
農
業
で
あ
る
。

今
、
全
国
的
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
へ
の
取
組
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。
基
幹
産

業
を
活
か
し
た
伊
佐
の
活
性
化

を
目
指
す
べ
き
だ
。
そ
こ
で
、

基
幹
産
業
と
し
て
農
業
の
市
勢

（
市
の
情
勢
）
は
ど
う
か
。

　

伊
佐
市
農
業
の
産

出
額
は
、
１
６
５
億
３

０
０
０
万
円
。
全
国
１
７
４
２

市
町
村
中
91
位
、
県
内
で
は
９

位
。【
※
以
下
の
答
弁
は
円
グ

ラ
フ
参
照
】

　

農
業
産
出
額
の

71
％
が
畜
産
。
米
・
野

菜
等
が
29
％
。
畜
産
に
支
え
ら

れ
た
伊
佐
の
基
幹
産
業
で
あ

る
。
畜
産
は
こ
の
ま
ま
頑
張
っ

て
い
た
だ
く
と
し
て
、
米
価
の

先
行
き
が
不
透
明
な
今
、
農
業

産
出
額
の
６
％
し
か
な
い
野

菜
、
と
り
わ
け
重
点
野
菜
10
品

目
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。　

乾
田
化
す
る
場
合

に
補
助
金
を
出
し
て

い
る
。
こ
れ
を
も
っ
と
も
っ
と

普
及
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析

と
戦
略
と
い
う
点
か
ら
も
重
点

野
菜
10
品
目
が
野
菜
全
体
の

35
％
は
低
い
。
こ
れ
を
50
％
に

持
っ
て
い
く
等
、
数
値
目
標
を

高
め
て
行
か
な
け
れ
ば
と
考
え

る
。○

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
は

　

デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、

事
業
に
活
用
す
る
こ
と
。

そ
の
他
の
質
問

　

○
国
保
税
と
農
業
に
つ
い
て

　

曽
木
の
滝
と
曽
木
発

電
所
は
一
つ
の
観
光
地

と
し
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

　

市
と
し
て
も
、
曽
木

の
滝
か
ら
曽
木
発
電
所

ま
で
は
一
つ
の
観
光
地
と
し
て

整
備
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
観
光
客

の
滞
在
時
間
を
少
し
で
も
延
ば

す
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。
旧

曽
木
大
橋
の
解
体
や
分
水
路
呑

口
工
事
に
よ
っ
て
曽
木
の
滝
の

景
観
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る

の
で
、
曽
木
の
滝
整
備
検
討

会
を
立
ち
上
げ
曽
木
地
区
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想
を
策
定
し

た
。
新
曽
木
大
橋
の
曽
木
側
に

展
望
所
建
設
も
採
択
さ
れ
た
。

　

昨
年
の
も
み
じ
祭
り

は
多
数
の
観
光
客
で
、

来
場
者
、
地
元
と
も
に
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
っ
た
。
対
策
を
検

討
す
る
時
期
に
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　

も
み
じ
祭
り
は
一
日

に
イ
ベ
ン
ト
を
集
中
さ

せ
る
祭
り
を
く
り
返
し
て
き
た

が
、
も
み
じ
が
盛
り
の
期
間
を

イ
ベ
ン
ト
の
期
間
と
す
る
様
な

発
想
の
転
換
を
す
る
時
期
に
き

て
い
る
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。

男
子
・
女
子
の
駅
伝
選
手
の
確

保
等
に
つ
い
て

　

男
子
・
女
子
の
駅
伝

選
手
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
が
対
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

選
手
確
保
に
つ
い
て

は
大
変
厳
し
い
も
の
が

あ
る
。
高
校
生
に
も
大
変
意
欲

の
あ
る
生
徒
が
い
る
。
社
会
人

に
つ
い
て
は
企
業
等
に
優
秀
な

素
質
の
あ
る
人
材
を
採
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
要
望
を
し

て
い
き
た
い
。

　

選
手
の
練
習
や
出
場

等
に
理
解
を
示
し
て
い

る
企
業
等
に
何
か
し
ら
の
事
は

で
き
な
い
の
か
。

　

市
報
等
で
企
業
や
選

手
の
紹
介
を
す
る
と

か
、
企
業
を
訪
問
し
て
お
礼
を

申
し
上
げ
る
と
か
、
色
々
と
検

討
し
て
み
た
い
。

基
幹
産
業
農
業
の
市
勢
は

豚，75億 3000 万円

ブロイラー，
15億 8000 万円

米，
30億 4000 万円

牛，
26億 1000 万円

野菜，
9億 8000 万円

その他，
6億 9000 万円

果樹，
4000 万円

豆類，
1000 万円

イモ類，
4000 万円

加工農産物類，
1000 万円

伊佐市の農業産出額

答

曽木の滝、曽木発電所は

沖　田　義　一　議員

問問

市長／一つの観光地として整備する

久　

保　

教　

仁　
議
員

市
長
／
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
見
る

分
析
と
戦
略
も
重
要
だ

問

問答

答

答

問問 答答
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高
齢
化
率
50
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
の
自
治
会

（
限
界
集
落
）
で
地
域
が
抱
え

る
問
題
の
解
決
と
市
民
が
住
み

慣
れ
た
地
域
に
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
地
域
を
推
進
す
る

た
め
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
、

対
処
さ
れ
る
の
か
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
自
治
会
が
２
７
２
自
治
会
の

う
ち
54
自
治
会
あ
る
。
自
助
・

共
助
・
公
助
、
地
域
に
住
む
住

民
一
人
一
人
の
基
本
理
念
で
、

小
学
校
区
を
中
心
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、
福
祉
部

門
で
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
夫

婦
の
見
守
り
、
介
護
事
業
や
健

康
づ
く
り
な
ど
年
間
計
画
を
立

て
事
業
展
開
を
し
て
い
る
。

　

薩
摩
川
内
市
で
は
、

限
界
集
落
で
本
来
有
し

て
い
る
地
域
の
力
を
再
生
し
、

自
治
会
独
自
で
地
域
が
抱
え
る

課
題
の
解
決
、
市
民
が
住
み
慣

れ
た
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
ゴ
ー
ル
ド
集
落
制
度
が

あ
る
が
、
伊
佐
市
で
は
こ
の
よ

う
な
事
業
を
行
う
考
え
は
な
い

か
。

　

今
、
考
え
て
い
な
い
。

２
０
１
４
年
12
月
質
問
の
私
有

地
を
占
有
す
る
国
道
問
題
の
確

認
に
つ
い
て

　

国
道
２
６
７
号
の

伊
佐
市
曽
木
朝
畑

２
８
５
１
の
私
有
地
の
国
道
登

記
の
解
決
は
、「
国
土
調
査
で

解
釈
違
い
、
手
続
き
違
い
の
詳

細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
筆
界
未

定
地
の
未
登
記
の
国
道
を
通
す

べ
き
で
は
な
い
。
訂
正
は
可
能

で
あ
る
。
来
年
２
月
頃
ま
で
は

国
道
の
ラ
イ
ン
を
全
て
取
消
す

問問

手
続
き
を
終
了
」
と
答
弁
さ
れ

た
が
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　

振
興
局
並
び
に
県
の

本
課
が
同
意
す
る
だ
ろ

う
と
予
測
し
て
、
答
弁
し
た
。

国
道
を
管
理
す
る
県
が
、
地
籍

図
訂
正
登
記
に
は
承
諾
で
き
な

い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
為
、
地

権
者
の
方
々
で
話
合
い
・
整
理

し
て
、
振
興
局
か
ら
本
課
へ
上

げ
て
い
く
方
法
で
、
地
権
者
に

委
ね
る
。

　

当
該
筆
界
未
定
地
の

土
地
境
界
が
確
定
す
る

見
込
み
と
な
っ
た
場
合
、
姶

良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
は
改
め

て
、
地
籍
図
訂
正
の
同
意
を
検

討
す
る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、

伊
佐
市
は
協
力
す
る
の
か
。

　

事
務
作
業
と
し
て
、

当
然
や
っ
て
い
き
た
い
。

限
界
集
落
自
治
会
へ
の

支
援
は柿

木
原　

榮　

一　
議
員

市
長
／
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
等
で
支
援
す
る

　

市
の
創
生
総
合
戦

略
に
つ
い
て
、
伊
佐

市
の
第
一
次
総
合
振
興
計
画

（
平
成
22
年
〜
32
年
）
に
よ
る

推
計
人
口
は
、
平
成
32
年
で

２
万
５
２
７
１
人
予
想
さ
れ
平

成
22
年
と
比
較
し
て
５
０
０
０

人
の
人
口
減
少
を
予
想
し
て
い

る
。
地
方
創
生
の
基
本
は
、
地

方
に
お
け
る
人
口
減
少
を
食
い

止
め
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
、
策
定
し
よ
う
と
し

て
い
る
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

の
整
合
性
を
ど
う
図
る
の
か
。

　

伊
佐
市
の
人
口
減
に

つ
い
て
は
、
社
会
的
現

象
と
考
え
て
い
る
。
市
の
取
り

組
み
と
し
て
、
農
業
・
畜
産
を

中
心
に
人
材
確
保
を
図
り
な
が

ら
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
を
と
お
し

て
交
流
人
口
の
増
を
図
っ
て
い

く
。子

育
て
支
援
に
つ
い
て

　

子
育
て
に
や
さ
し
い

伊
佐
市
、
医
療
費
、
保

育
料
の
無
料
化
の
考
え
は
。
ま

た
、
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た

と
き
一
番
心
配
す
る
の
は
医
療

費
の
問
題
で
あ
る
が
、
子
育
て

世
帯
と
の
対
話
は
。

　

自
己
負
担
が
、
県
内

３
市
で
あ
る
こ
と
も
承

知
し
て
い
る
。
伊
佐
市
は
、
輪

番
制
で
小
児
科
の
先
生
の
と
こ

ろ
で
な
く
て
も
診
て
い
た
だ
い

て
、
小
児
科
医
の
い
る
北
薩
病

院
に
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
、
一
番

安
心
の
高
い
所
だ
と
思
う
。

対
話
を
す
る
こ
と
は
大
事
な
の

で
、
今
ま
で
も
イ
ベ
ン
ト
や
会

議
に
積
極
的
に
参
加
し
、
心
が

け
て
い
ろ
い
ろ
お
話
を
お
聞
き

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○　

通
学
路
の
点
検
に
つ
い
て

答

答

答答

問

問

問

第一次総合計画について

諏　訪　信　一　議員

市長／人口の現状と現状分析を行い検討

問 答答
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湯
之
尾
の
国
体
カ

ヌ
ー
会
場
で
国
際
大
会

は
で
き
る
か
。

　

伊
佐
市
で
国
体
の
開

催
を
請
け
負
う
の
は
、

ス
プ
リ
ン
ト
競
技
に
な
っ
て
い

る
。本
市
の
カ
ヌ
ー
競
技
場
は
、

国
体
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

国
際
大
会
に
な
る
と
、
２
０
０

Ｍ
・
５
０
０
Ｍ
は
で
き
る
が

１
０
０
０
Ｍ
の
直
線
は
、
２

レ
ー
ン
し
か
確
保
で
き
な
い
の

で
難
し
い
。
た
だ
い
ま
の
整
備

状
況
は
、
左
岸
側
の
道
路
用
地

の
登
記
等
、
準
備
を
順
調
に
終

え
て
お
り
、
川
内
川
河
川
事
務

所
に
、左
岸
側
の
拡
幅
工
事
を
、

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

地
元
選
手
の
育
成
強

化
は
、
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、

毎
年
夏
休
み
期
間
中

に
、
カ
ヌ
ー
教
室
を
開
き
、
今

年
は
２
回
予
定
し
て
い
る
。
教

室
を
受
講
し
た
子
ど
も
た
ち
の

中
で
、
今
、
伊
佐
に
は
二
つ
の

カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
練
習

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
た
く

さ
ん
い
る
。カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

本
市
の
カ
ヌ
ー
競
技
場
を
拠
点

に
し
て
、
轟
公
園
等
で
も
し
て

い
る
。
県
内
で
も
優
秀
な
成
績

を
収
め
つ
つ
あ
り
、
全
国
大
会

に
も
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
も
出

場
し
て
い
る
。

合
宿
所
の
大
き
さ
は

　

湯
之
尾
カ
ヌ
ー
合
宿

所
も
建
設
に
向
け
て
、

内
諾
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ

と
だ
が
、
規
模
な
ど
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

県
の
施
設
と
し
て

整
備
す
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
伊
佐
市
の
ほ
う
に
基

本
的
な
構
想
を
提
案
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
協
議
し
て
い

る
。
１
階
を
艇
置
き
場
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
２
階
を

大
会
議
室
・
多
目
的
ホ
ー
ル
な

ど
２
階
建
て
で
延
べ
床
面
積

１
２
４
０
平
米
だ
。

問

カ
ヌ
ー
国
際
大
会
は
で

き
る
か

左
近
充　
　

諭　
議
員

市
長
／
２
０
０
Ｍ
・
５
０
０
Ｍ
は
で
き
る

　

国
会
審
議
中
の
「
安

全
保
障
関
連
法
案
」
に

つ
い
て
憲
法
学
者
が
「
憲
法
違

反
」
と
し
た
。
憲
法
98
条
に
よ

り
憲
法
違
反
の
法
律
は
効
力
を

有
せ
ず
、
99
条
に
よ
り
市
長
は

憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務

が
あ
る
。
法
案
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

　

国
会
で
審
議
さ
れ
る

こ
と
で
あ
り
特
別
見
解

は
な
い
。

　

本
市
か
ら
自
衛
隊
に

入
隊
し
た
若
者
の
命
が

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。
海
外
で

の
戦
争
に
行
く
こ
と
を
考
え
て

自
衛
隊
に
入
っ
た
人
は
い
な
い

と
思
う
。
自
衛
官
募
集
の
一
部

委
任
を
受
け
て
い
る
自
治
体
の

首
長
と
し
て
市
民
の
命
、
財
産

を
守
る
立
場
か
ら
も
法
案
に
反

対
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
個
人
の
思

想
信
条
に
基
づ
い
て
自

衛
官
に
な
っ
て
い
る
。
国
会
で

議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
見
解
を
述
べ
る
場
所
で
な

い
。非

正
規
労
働
者
の
現
状

　

労
働
者
派
遣
法
の
改

悪
で
、
い
ま
正
社
員
で

行
っ
て
い
る
仕
事
が
派
遣
労
働

者
に
置
き
か
え
ら
れ
、
非
正
規

労
働
者
の
激
増
に
つ
な
が
る
。

市
内
の
若
者
が
一
生
低
賃
金
の

派
遣
労
働
と
し
て
結
婚
も
で
き

ず
、
都
会
に
行
か
な
け
れ
ば
仕

事
が
な
い
状
況
に
拍
車
が
か
か

る
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解

は
。

　

よ
り
よ
く
改
正
さ
れ

る
わ
け
で
あ
り
、
国
会

の
審
議
を
見
守
り
た
い
。
国
会

議
員
が
審
議
し
決
定
し
た
も
の

を
ど
う
対
応
す
る
か
が
市
長
の

仕
事
で
あ
る
。

　

昨
年
７
月
４
日
、
国

の
公
務
員
部
長
名
で
臨

時
職
員
、
非
常
勤
職
員
の
待
遇

改
善
に
つ
な
が
る
通
達
が
あ
っ

た
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ

の
か
。　

通
勤
手
当
の
支
給
、

年
次
有
給
休
暇
、
各
種

保
険
の
適
用
、
健
康
診
断
等
適

切
に
実
施
し
て
い
る
。

「戦争法案」への市
長の見解は

畑　中　香　子　議員

市長／国会審議中であり見解はない

問

問問 答答

答答

▲菱刈カヌー競技場

問問

問

答

答

答
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委
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特 別 委 員 会 活 動

委
員
長　

岩
元　

克
頼

　

我
が
国
は
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
人
口
減
少
の
局
面
に
入
っ
て
い

る
。
今
後
２
０
５
０
年
に
は
９
７
０
０
万
人
程
度
と
な
り
、
２
１
０
０
年
に
は

５
０
０
０
万
人
を
割
り
込
む
水
準
ま
で
減
少
す
る
と
の
推
計
が
あ
る
。

　

本
市
の
人
口
推
計
で
は
人
口
移
動
が
収
束
し
な
い
場
合
、
２
０
４
０
年
に

１
万
６
４
６
６
人
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
を
克
服
し
、
地
方
創
生
を
成
し
遂
げ

る
た
め
、
以
下
の
基
本
的
視
点
か
ら
人
口
・
経
済
・
地
域
社
会
の
課
題
に
対
し
て
一

体
的
に
取
り
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

①　

地
方
か
ら
大
都
市
へ
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め「
し
ご
と
の
創
生
」

と
「
ひ
と
の
創
生
」
の
好
循
環
を
実
現
す
る
こ
と
。

②　

若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の
希
望
を
実
現
す
る
こ
と
。

③　

本
市
の
特
性
に
即
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
。

　

本
特
別
委
員
会
は
右
の
よ
う
な
重
要
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
27
年
３
月
19

日
に
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
４
回
に
わ
た
り
国
の
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
や
総
合
戦
略
に
関
す
る
調
査
、伊
佐
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定
状
況
や
伊
佐
市
総

合
振
興
計
画
・
後
期
基
本
計
画
に
つ
き
調
査
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
個
別
の
問
題
と
し
て
、

伊
佐
市
の
人
口
動
態
、
各
地
の
地
方
移
住
政
策
・
六
次

産
業
化
・
国
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
た
地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
の
活
用
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
市

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
来
年
三
月
に
伊
佐
市
の
地
方

創
生
総
合
戦
略
が
公
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
今

後
は
行
政
と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
重
要
課
題
に
対
す
る

調
査
を
行
う
。

川内川対策調査特別委員会 委員長　左近充　諭

　川内川対策調査特別委員会は、曽木の滝分水路の完成により出水期には幾度も通水し

て、水位の上昇を抑制し、治水への大きな貢献であると評価するが、しかしその一方に

おいて市民から分水路の呑み口が高すぎるとの声も多く寄せられており、分水路の絶大

な効果が実感できないでいる状況である事も鑑み、九州地方整備局川内川河川事務所に

対し、

１、曽木の滝分水路の呑み口を最大限切り下げること。

２、重留川、市山川、羽月川の合流点となる、ふれあい橋下流部分の拡幅

　　を行うこと。

３、阿波井堰、曽木の滝分水路及び鶴田ダム放流施設を同時完成させること。

４、湯之尾旧河川敷の整備促進を図ること。

５、川内川河川内の寄洲の除去をすること。

以上５項目に及ぶ要望書を提出しました。
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閉 会 中 の 議 会 活 動

開催日 会　場

８月２４日（月） 田中校区集会施設
１８: ３０〜２０: ００

８月２５日（火） 南永校区コミュニティセンター
１８: ３０〜２０: ００

８月２６日（水）

羽月北小学校体育館
１８: ３０〜２０: ００
湯之尾校区集会施設
１８: ３０〜２０: ００

８月２７日（木） 牛尾青少年センター
１８: ３０〜２０: ００

８月２８日（金）

羽月西青少年センター
１８: ３０〜２０: ００
針持青少年センター
１８: ３０〜２０: ００
平出水青少年センター
１９: ００〜２０: ３０

　

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。
議
会
の
活
動

状
況
等
を
報
告
し
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
お
住
ま
い
の
校

区
に
か
か
わ
り
な
く
、
ど
の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

7月9日　南九州中部市議会議長会
議員研修会

7月25日　夏祭り手踊り

８月６日　市町村政研修会

7月２１日　夏の交通事故防止
運動キャンペーン
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10 月から議会会議録検索システムが稼働します
インターネットで伊佐市議会会議録検索システムが使用できるようになります。

便利で役に立つ会議録検索システム、１０月から稼働です。

TOP画面から

色々なキーワードでの検索もできます。 発言者での検索もできます。

会議別の検索もできます。

詳しく検索
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編
集
後
記

　

二
〇
二
〇
年
鹿
児
島
国
体
が
正
式
に
内
定
し

ま
し
た
。
伊
佐
市
で
は
、
カ
ヌ
ー
競
技
が
行
わ

れ
る
予
定
で
今
後
、
地
元
選
手
の
育
成
強
化
や

湯
之
尾
競
技
場
及
び
周
辺
環
境
の
将
来
を
見
据

え
た
整
備
が
加
速
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
期
待
が
膨
ら
む

一
方
、
新
国
立
競
技
場
建
設
が
多
額
な
費
用
問

題
か
ら
白
紙
撤
回
と
な
り
迷
走
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
会
で
は
衆
議
院
に
お
い
て
安
全
保
障

関
連
法
案
が
強
行
採
決
さ
れ
た
こ
と
で
批
判
の

声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
物
事
に
は
異
な
っ
た

考
え
方
・
見
方
が
あ
り
決
定
さ
れ
る
ま
で
に
は

多
様
な
議
論
と
丁
寧
な
説
明
が
成
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
十
分
で
な
か
っ
た
事
が
批
判
の
要
因

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
伊
佐
市
に
お

い
て
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
大
型
設
備

投
資
や
橋
梁
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
医
療
福

祉
・
教
育
な
ど
の
扶
助
費
負
担
、
ま
た
地
方
創

生
へ
の
取
組
み
な
ど
待
っ
た
な
し
で
課
題
山
積

で
す
。

　

議
会
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
首

長
は
じ
め
執
行
部
と
十
分
な
質
疑
討
論
を
重

ね
、
こ
れ
か
ら
の
舵
取
り
を
し
っ
か
り
と
見
定

め
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

議
会
広
報
等
特
別
委
員
会緒

方
　
重
則

　
今
年
も
、
梅
雨
が
明
け
る
と
、
伊
佐
の
夜
空
に
薄
く
銀
色

に
輝
く
天
の
川
が
か
か
り
ま
し
た
。

　
雲
の
様
に
見
え
る
天
の
川
は
、
実
は
全
て
星
の
集
ま
り
で
、

数
百
億
の
星
が
帯
状
に
集
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
特
に
夏
の
南
の
空
の
天
の
川
は
幅
も
広
く
明
る
く
見
応
え

が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
天
の
川
を
一
度
も
見
た
事
が
な
い
、
と
言

う
人
も
実
は
多
い
の
で
す
。

　
都
会
で
育
ち
、
都
会
で
大
人
に
な
っ
た
人
達
は
、
天
の
川

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
街
の
明
か
り
が
夜
空
を
照
ら

し
、
天
の
川
ど
こ
ろ
か
星
も
見
え
な
い
そ
う
で
す
。

　
伊
佐
の
よ
う
に
、
一
年
を
通
し
て
天
の
川
が
見
え
る
場
所

の
方
が
珍
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
澄
ん
だ
空
気
、
綺
麗
な
水
、
美
味
し
い
農
産
物
。
今
年
も

見
事
な
夏
の
天
の
川
を
見
上
げ
な
が
ら
、
伊
佐
市
の
豊
か
な

自
然
に
感
謝
で
す
。
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２日（水） 本会議（招集日）

８日（火） 本会議（２日目）

総括質疑

９日（水） 文教厚生委員会

10日（木） 総務産業委員会

15日（火） 本会議（３日目）

一般質問

16日（水） 本会議（４日目）

一般質問

17日（木） 本会議（５日目）

一般質問

29日（火） 本会議（最終日）

平成27年
第3回定例会のお知らせ
平成27年
第3回定例会のお知らせ

議会中継を自宅等のインターネットでも視聴できます。
（市議会の生中継や録画を映像配信しています）

【伊佐市ホームページ】
↓

【伊佐市議会】
↓

【議会インターネット映像中継】
大口庁舎・菱刈庁舎・
ふれあいセンター・まごし館でも
議会ライブ中継をご覧になれます。

○定例会は午前 10 時開会です。

９月


